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第６章 寄り合いワークショップを起点とした 

広域地域組織の形成と活動   

―紀
き

美
み

野
の

町上
かみ

神
こう

野
の

地区の事例― 

 
 福田 竜一  

 
１. 紀美野町の概要と農業 

 

（１） 紀美野町の概要 

 
紀美野町は和歌山県の北西部に位置しており，2006 年に旧野

の

上
かみ

町と旧美里町が合併して

誕生した。面積は 128.3 ㎢で，うち森林が 75％を占めており，農地は 10％程度である。2015
年国勢調査（確定値）によると，人口は 9,206 人，世帯数は 3,762 世帯，高齢化率 44.2％
である。人口は約 30 年間で 4 割弱減少しており，2010 年と比べても▲11.4％の減少であ

った。 
町役場は旧野上町にあり，旧美里町には美里支所が設置されている。医療機関は総合病

院が 1 院の他，診療所が 6 カ所ある。教育機関は高校が 4 校，中学校が 3 校，小学校が 4
校で，こども園・保育所が 3 カ所ある。 

紀美野町を管内としている JA ながみねは，紀美野町内の 2 地区に支店を設置しており，

他にもガソリンスタンド 1 カ所，農産加工場 1 カ所をそれぞれ町内に設置している。 
 

（２） 紀美野町の農林業 

 
１） 概要 

2010 年農林業センサスによれば，紀美野町の総農家戸数は 895 戸（うち販売農家 506 戸）

で，経営耕地総面積は 442.3ha である。主要な農産物は柿（作付面積 203ha。以下，同），

米（138ha），みかん（127ha），梅（68ha），はっさく（20ha）である。他にも，特用林産

物である山椒の生産量が県内市町村で第 2 位となっている。柿，柑橘類，梅といった果樹

作が農業のメインであるが，生産量は総じて減少傾向にある。最も生産が盛んである柿の

生産量は，最盛期には年間 700〜800 トン程度あったが，現在では 400 トンくらいになっ

ており，今後もさらに減少して，最盛期の 3 分の 1 程度に落ち込むと予想されている。 
また農業は鳥獣被害が深刻であり，イノシシ柵を設置するなどの対策を実施していると

ころである。しかし最近ではシカやカモシカによる被害も増えており，特にカモシカは天

然記念物に指定されていることから駆除できないという難問を抱えている。鳥獣被害対策
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に必要な資材は，国からの支援も利用したいとしているが，柵等を設置する労働力がない

という問題もあるという。 
2010 年農林業センサスによれば，紀美野町の林家数は 777 戸（うち農家林家が 522 戸）

で，保有山林面積は約 4,115ha（1 林家あたり約 5.3ha）である。町の林業はスギ，ヒノキ

の造林がかつて盛んに行われたが，その後，木材価格の低迷等で停滞が続いている。なお

2002 年に和歌山市，海南市，紀美野町を管内とする和草森林組合が合併で誕生しており，

現在も山林の管理や林業労働力の確保などの課題に取り組んでいる。 
 

２） 中山間地域等直接支払制度の取組状況 

紀美野町では町内の 56 集落のうち，39 集落が中山間地域等直接支払制度交付金に取り組

んでおり，9 集落が多面的機能支払交付金に取り組んでいる。中山間地域等直接支払制度 

は第 4 期の初年度となる 2015 年度は 39 集落の 484 農家が参加する見込みであった。なお

交付面積は約 317ha，交付金額は約 31 百万円となっている。 
 

（３） 紀美野町における地域づくりの取組 

 
紀美野町では，本章で取り上げる上神野地区以外に，総務省の過疎地域等自立活性化推進

交付金と過疎集落等自立再生対策事業による交付金を受けた地区がそれぞれ 1 地区ある。また，

和歌山県の過疎集落支援総合対策事業の補助金を受けて地域づくりに取り組んでいる地域組織

が 2 カ所あり，上神野地区を含め，2016 年 1 月現在で，紀美野町内の 5 地区が国または県の地

域づくりの支援を受けている。それらの取組は，直売所の設置，木造校舎の小学校跡地を拠点とし

た移住者の呼び込み，茶屋を新たに建設して，郷土料理や軽食の提供，農産物の直売，あるいは

地区内の私立の美術学校が開催したフェスティバルをきっかけとして，芸術の郷づくりに取り組む

など，多様な地域活動を実践している。 
紀美野町は，地域おこし協力隊の受け入れが和歌山県内では最も早く，2010 年 7 月から

開始していたという。地域おこし協力隊の受け入れを開始した当時は，そもそも制度自体

が 2009 年に開始されたばかりであったこともあり，地域外の者を受け入れることの及ぼす

効果についても疑問の声があったという。しかし，実践していくうちに，協力隊を受け入

れる体制づくりや対応などが徐々に機能したという。 
紀美野町では，2015 年までに合計で 7 名の地域おこし協力隊を受け入れている。うち 3

名が 2015 年から受け入れた者である。聞き取りを実施した 2016 年 1 月の時点で，すでに

協力隊の期間を満了したのは 4 名で，うち 2 名は紀美野町外へ転出したが，残り 2 名は，

その後集落支援員として紀美野町で活動している（うち 1 名は上神野地区の担当者）。 
集落支援員は 2012 年から受け入れており，2015 年までに 5 名が就任した。聞き取り調

査時点において活動期間中であった者は 4 名（うち 2 名は上神野地区の担当者）である。

集落支援員は，2 名が紀美野町，1 名が和歌山県紀の川市のそれぞれ出身である。残り 2 名

は，地域おこし協力隊の任務の終了後，集落支援員となった者である。 
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２. 上神野地区における地域づくりの取組開始の経緯 

 
（１） 上神野地区について 

 

１） 概況 

上神野地区は 1989 年に 9 村が合併して成立した旧上神野村を範域とする地区であり，そ

の範囲はすでに廃校になった小学校の校区とも一致している。上神野地区の中心地から海

南市の中心地までは自動車で 30 分程度の距離にあり，海南市や和歌山市の他，岩出市，紀

の川市方面への通勤も十分に可能な距離にある 。 
紀美野町作成資料によると，2016 年 3 月末現在の上神野地区の人口は 568 人で，最近

10 年間における人口の減少率は 22.4％であった。総世帯数は 275 世帯で 10 年前より 9 世

帯減少した。高齢化率は 45.1％で，10 年前よりも 5.2 ポイント上昇した。 
上神野地区には簡易郵便局が 1 局あるが，町役場支所，小学校，JA 支所といった諸施設

はいずれも地区外に所在する。なお，紀美野町内にはコミュニティバスが運行されており，

上神野地区から町役場や病院等を結ぶ路線は，日祝日を除く毎日，上下合計で 1 日 6 便が

運行されている（2015 年現在）。 
2010 年農林業センサスによれば，上神野地区の総農家戸数は 119 戸で，うち販売農家は

94 戸である。総農家の経営耕地面積は 157ha となっている。農地の 85.4％が樹園地で，水

田率は 9.6％である。 
最近の地域農業の動向としては，一部の大規模農家に農地が集約されつつある一方，土

地持ち非農家の急増が進んでいるという。大規模農家は水田を畑に変えて，野菜等を生産

しているとのことである。 
 
２） 地区内の各集落 

明治時代に合併した旧 9 村は現在でも大字名としてその名を残している。農林業センサ

スにおける農業集落も 9 大字とほぼ一致し，それぞれ独自に活動を実施している。 
2016 年 1 月現在のデータによると，上神野地区で最も規模が大きい集落の人口は 155 人，

総世帯数が 61 世帯である。これに対し，最も規模の小さい集落は人口が 18 人，総世帯数

が 8 世帯である。なお上神野地区の 1 集落あたりの平均人口は 63.1 人，世帯数は 29.6 世

帯である。他方，各集落の高齢化率は軒並み高く，50％を超えている集落は 5 集落で，最

も高齢化率が高い集落は 79％，最も低い集落でも 39％に達している。 
最も人口が少ない 1 集落を除き，上神野地区の 8 集落が中山間地域等直接支払制度交付

金の集落協定を締結している。総農家数が最も多い集落は 27 戸，最も少ない集落は 3 戸で

ある。１集落あたりの総農家戸数は 13.2 戸である。なお人口が多い集落ほど農業者は大き

く減少しており，大きい集落でも活動がしっかりと維持されているわけではないという。

逆に小さい集落になると，地域の中で農業が占めている比重が高く，各農家の農業や集落

－99－



- 94 - 
 

活動はむしろしっかりしているという。 
いずれにしても上神野地区の各集落は，人口減少や高齢化が進みつつも，なおその活動

を集落単独で実施できる状況にはある。そのため，集落間で協力するようなことは現時点

ではないとのことであった。他方，作物によって農繁期が異なるので，農業労働力を農家

間で互いに融通しあう事はあるという。また最近では，農家等によるシルバー人材センタ

ーの利用が増えているとのことである。 
 
３） 地区の地域組織等 

上神野地区には，各種の地域組織がある。老人クラブは各集落にそれぞれ 1 組織を基本として

いるが，2 集落で 1 組織を形成している場合もある。女性部は紀美野町の発足に合わせて町内の

女性部を１本化することになったが，上神野地区の女性部は 1 本化には参加せず，その後に解散

したとのことであった。消防団は町に 16 分団あり，上神野地区で 1 分団を組織している。さらに上

神野地区の分団は，3 つの「子分団（1 集落で 1 団，2 集落で 1 団，残り 6 集落で 1 団）」を組織し

ている。なお農業関係では，町の農業委員を上神野地区からは 2 名選出している。上神野地区に

土地改良区はないが，水利組合は 1 組合ある。 
 

（２） 広域地域組織の設立に至る経緯 

 

１） 2008 年の寄り合いワークショップ 

上神野地区では，水土里のむら機能再生支援事業（当時）で寄り合いワークショップを

2008 年に開催した。2008 年の寄り合いワークショップは，最初に寄り合いワークショップ

を開催する場合に適用する「基本型」であり，3 回程度の寄り合いワークショップの開催を

通じて，具体的な実行計画まで作成し，実践的活動の開始に至ることを目指すパターンで

ある。 
寄り合いワークショップで議論されたのは，2005 年に休校となっていた地区内の小学校

校舎の利活用（1）であり，小学校校舎を拠点施設として地域活性化活動をどのように行うか

を決定することが寄り合いワークショップの主な目的であった。 
寄り合いワークショップには，回覧板などでその開催を知った住民が自発的に参加して

おり，集落や地域組織ごとの参加者の割り当ては行わなかった。この寄り合いワークショ

ップでは，小学校の利活用策に関するさまざまなアイデアは出されたものの，アイデアを

実現する主体や行動の計画を定めるまでには至らず，事実上，話し合いをするだけで終了

してしまったという。 
 

２） 2013 年の寄り合いワークショップ 

5 年後の 2013 年に再び，水土里のむら機能再生支援事業を利用して，計 3 回の寄り合い

ワークショップを開催することになった。この際開催したのは「実行支援型」の寄り合い

ワークショップで，基本型の寄り合いワークショップで立案された計画の実践が未達だっ
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た場合，再度 3 回程度の寄り合いワークショップを開催し，実行計画を再度作成し，実践

に移すことを目指すことがその目的であった。 
 
３） 寄り合いワークショップへの参加者 

和歌山県の資料によると，寄り合いワークショップの参加者数は 2008 年の寄り合いワー

クショップが 44 人，2013 年は 60 人であった。寄り合いワークショップでは，第 1 回目に，

次回の開催に向けて地域の写真を撮るなど，参加者に「宿題」が課されるので，回を追う

ごとに参加者数は減少したが，もともと地域への関心の高い住民が自主的に参加する形態

であったこともあり，最終回でも 20 人程度は参加するなど，参加者数が極めて大きく減少

することはなかったという。 
なお 2013 年の寄り合いワークショップには，和歌山大学の学生 1 名が新たに参加し，地

区の活性化方策を議論することになった。和歌山大と紀美野町が紀美野町内の空き家調査

で連携することになり，この学生が町内の空き家調査を卒論テーマとしたことが縁となっ

て，上神野地区の寄り合いワークショップに参加することとなった。この学生は，空き家

調査で上神野地区の各戸を回っていた際，口頭やチラシで住民に周知もしたという。 
 

４） 広域地域組織の設立に向けた動き 

2 度の寄り合いワークショップを経て，上神野地区では地域活性化の活動を開始すること

になった。まず寄り合いワークショップに参加した住民有志 10 人が，新グループを結成し

た。この際，上神野地区の担当となった地域おこし協力隊 1 名の協力を得て活動を開始し

た。最初の活動として，上神野地区でかつては毎年年末年始に実施，近年は途絶えていた

「炊出し」を復活させた。 
さらに 2014 年には上神野地区に「まちづくり協議会」を新たに立ち上げた。さらにこの

有志グループがまちづくり協議会を設立した。2015 年 4 月に町や JA を構成員とする「まちづ

くり推進協議会」を新たに設立した。このように 2008 年の寄り合いワークショップ開催から約 7 年，

2013年の寄り合いワークショップの開催からは約2年で，上神野地区は新たな広域地域組織設立

に至った。 
 

３. 広域地域組織とその取組状況 

 

（１） まちづくり推進協議会の構成 

 
まちづくり推進協議会の構成員（会員）は，寄り合いワークショップで集まった町民有

志 10 名（まちづくり協議会メンバー）の他，JA ながみねの支店（営農指導と共販担当の

職員），紀美野町まちづくり課（集落支援員）の 3 者である。 
JA ながみねには，まちづくり推進協議会の構成員に加わってもらうよう，まちづくり推

進協議会から依頼をしたとのことである。これは，まちづくり推進協議会が今後農業関係
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の事業（柿の加工や体験農園の実施など）を実施する計画があり，その際に JA の協力が必

要不可欠になることを見越したからである。 
他方，現時点では会員がいない上神野地区の集落は 3 集落ある。しかし，まちづくり推

進協議会が実施する予定のイベントの案内などの連絡は，各集落の区長を通じて行ってお

り，まちづくり推進協議会の活動には，会員ではなくても参加できるようにしている。 
まちづくり協議会には，「産物生産」，「加工品開発」，「都市農村交流」の 3 グループを設

置しており，それぞれが活動を実践している。なお各グループの活動に参加しているメン

バーは現時点では必ずしも固定的ではないという。まちづくり推進協議会はまだ立ち上げ

たばかりの組織であり，その活動への住民参加の持続性は今のところ確固としたものでは

ない。そこで，まずは住民による自主的な活動への参加を重視しており，メンバーが固定

的でないのは，活動への参加を義務的に求めることをあえてしていないからである。 
 

（２） 和歌山大学からのインターンの受け入れ 

 
上神野地区における取組で特筆されることの 1 つは，和歌山大学の学生インターンを受

け入れており，地域づくりを大学生インターンと共同して実施している点である。 
和歌山大学観光学部では，2008 年度から「地域インターンシップ制度（LIP：ローカル

インターンシップ）」を実施している。LIP に参加すると観光学部の単位として認定してい

る。実施件数は毎年異なるが，毎年おおむね数カ所から 10 カ所程度実施されており，2014
年度は 10 件であった。LIP の受け入れ先は和歌山県内の自治体が多いが，他にも大阪府，

富山県，長野県，岩手県，北海道等で過去に実績がある。学生はインターン期間中まちづ

くり推進協議会の様々な地域活動や取組に参加しながら学んでおり，熱心な学生はインタ

ーン期間の終了後も，来地区して活動に参加することもあるという。彼らは住民とは異な

る外部からの視点，あるいは若者の視点から，地域づくりの取組として新たなアイデアを

提供しており，実施している取組の改善にも寄与している。 
上神野地区では，2014 年に第 1 期生として学生 6 名の受け入れを実施した。2015 年に

は第２期生を受け入れており，学部 2 年生が 9 名，1 年生が 17 名の 26 名が LIP で上神野

地区に入っている。なお和歌山大学観光学部以外にも上神野地区では，NPO 法人を通じた

事業で，他大学の大学生の受け入れ実績もある。 
 

（３） 農水省事業の導入 

 
まちづくり推進協議会は，2014 年に農水省「農村集落活性化支援事業」に応募し，採択された。

このため，実施期間 5 年間にわたって，様々な事業を実施できることになり，後述する様々な活動

を実際に実施できる目途がたったという。 
ただし，拠点施設となる小学校が当時は休校中で，廃校が正式に決定するまでは小学校を利

用する作業は事実上できなかった。実際にまちづくり推進協議会の諸活動を開始できたのは，廃
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校が正式に決まった 2015 年の 9 月末にずれ込んだ。 
 

（４） 農家コラボカフェ 

 
上神野地区で開催した寄り合いワークショップは，上神野地区にはどのような良いところや，地

域にはどんな課題があるかを住民が自ら探すことから始まった。すなわち，地域の「再発見」と取り

組むべき課題を検討するというワークショップのプロセスを通じて析出された地域が現在取り組む

べき課題のうち，当面，重点を置くべき取組を 3 つに絞ることに成功した。 
その第 1 の取組が「農家コラボカフェ」であった。農家コラボカフェは，上神野地区の住民が

誰でも自由に集うことができる「コミュニティ・カフェ」を開くことを目的として開始した取組である。農

家コラボカフェでは，参加者にふるまう「お茶受け」として，ピザを焼いて提供するというアイデアが

出された。そこで，町在住のイギリス人の指導を得るなどして，ピザを焼くための石窯を協議会のメ

ンバーらが手作りで制作することになった。 
2015 年 5 月に小学校跡地で開催した第 1 回目のカフェでは，石窯で手作りのピザを焼き，参加

した住民らにふるまった。石窯にくべる薪は地区内の協力者からの無償提供でまかなうことができ

た。 
2 日間の開催期間中に延べ 250 人以上がカフェに来場するなど，農家コラボカフェの取組は成

功に終わった。その後，ある集落の老人会で手作りピザをふるまっており，手作りの石釜を使って

新たにパン焼きにも取り組んでいる。このように寄り合いワークショップでアイデアが出された農家コ

ラボカフェの取組は，実践に移すことで，当初のアイデアを超える新たな展開もみせている。 
 

（５）柿のおもてなし 

 

第2の取組は，柿の加工品の開発による「柿のおもてなし」であった。すでに述べたように柿は紀

美野町全域で生産が盛んであり，上神野地区でも盛んである。近年は生産量が低迷しているが，

その原因は柿価格の低迷の影響が大きかった。よって，柿に新たな付加価値を加えることで価格

の改善が期待される他，品質などの問題で廃棄されるなどしていた柿の活用を図るため，新たな柿

の加工品開発に取り組むことを目指した。 

新たな柿の加工品開発を行なう「勉強会」を，和歌山大学観光学部の学生 LIP6 人と住民

数名で立ち上げた。住民メンバーのうち 3～4 人が勉強会に参加した固定的メンバーであっ

た。開発を行う場所は小学校の給食準備室を利用して行った。 
干し柿や柿の加工品，柿の料理等，すでにいくつかの試作品を開発しており，上神野地

区の住民を対象とした試食会を開催した。さらに試作品を和歌山大学の大学祭や，紀美野

町の農林商工祭りでもテスト販売した。また試作した干し柿の成分分析を，後述する支援

事業を利用して実施した。その結果，水分が抜けた分，干し柿には栄養が凝縮されている

ことが明らかとなり，今後はグラノーラの具材などに利用できないか検討しているところ

である。また柿以外にも特産の山椒を使ったピザやパンの開発にも取り組んでいるところ
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である。 
 

（６）PR動画の作成 

 
第 3 の取組は，地区外からの訪問者や滞在者数の増加である。この取組では，和歌山大学

の学生インターンが主体となって，上神野地区の観光 PR 動画を作成した。映像は上神野地

区を中心に，紀美野町全体を対象として地域が自慢できる場所などのロケーション・ハン

ティングを行った。動画はユーチューブに掲載しており，誰でもみることができる。 
この他，学生のアイデアで，町内の名所や名物などを「紀美野の世間遺産」として認定する活動

なども行われており，地域外部からの訪問者の呼び込みの取組は，学生インターン生が中心となる

ことで，上神野地区内に限らず，全町的に拡がっている。 
 

（７）その他の活動 

 
以上の主な活動以外にも，上神野地区の住民が全員参加できるイベントとして，「夏祭り」

をまちづくり推進協議会が主催で 2015 年の 8 月に開催した。開催日がお盆と重なっていた

ため，地区の各集落の行事とバッティングする等の問題もあったが，これまで小学校の運

動会などのイベント以外に上神野地区としてまとまる行事やイベントが無く，小学校の廃

校によってそれも無くなったことから，今後は上神野地区の住民の間で一体感を醸成する

取組にも力を入れていくことが必要といえる。 
 

（８）活動資金 

 
上神野地区まちづくり推進協議会は，聞き取り調査時点で，活動開始からまだ１年未満

であることもあり，この時点ではコミュニティ・ビジネス等の自主的な収入や財源を確保

するための取組には至っていない。町からは，拠点施設となる小学校の維持経費などを賄

うなどの支援を受けているが，主だった活動資金等は県や国からの地域づくり支援の事業

等に採択される必要がある。すでに述べたように 2014 年に農水省の事業に採択されており，

初年度は農家コラボカフェや柿の加工品開発等に必要な費用，約 6,500 千円の支出に事業資金

を充当した（2）。 
農家コラボカフェなどは，まちづくり推進協議会の「収入源」としては，今のところ考

えておらず，実費以外の料金はあえて徴収していない。他方，イベントに参加した推進協

議会のメンバー以外の住民の中には，心づけの形などで協議会に寄付する方もいるという。 
 

４. 成果と課題 

 

上神野地区の地域づくりは，和歌山県によるワークショップの開催を契機として，有志
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の住民によって開始された。地域組織としての活動は住民有志数名で開始したが，地域お

こし協力隊や和歌山大学の学生など外部人材の協力や支援を得ることによって，様々な活

動に意欲的に取り組んでいると評価できる。 
他方，現時点ではまだ地区全体が協議会に参加しているようにはなっていない。この点

については，協議会としての活動を開始したばかりの段階であるため，当面は少ないメン

バーで組織の基盤を固めることを優先している。 組織がある程度固まり，安定するのを見

計らって，徐々に協議会のすそ野を拡げていくという戦略であり，実際にそのように組織

が順調に発展できるかどうかが今後の課題の 1 つである。 
さまざまな活動や取組については，農水省の事業に採択されたこともあり，当面の活動

の資金を確保して，特産品である柿の新たな加工品づくりにも取り組んでいる。なお上神

野地区への移住者は，確認できただけでも 5 戸（14 人）あり，U ターン者もいるという。

地区の持続性について現時点で大きな不安があるわけではないが，移住・定住者を地区に

呼び込むことも，協議会の活動として重視していく必要があるだろう。 
 
注１ 小学校の建物は町有財産だが，敷地は私有で町が地権者から賃貸借していた。その契約では，小学校が廃校

となった場合，町は更地にして地権者に返還することになっていた。他方，小学校の校舎は鉄筋コンクリート

の２階建てで，取り壊すだけでも数千万円の費用がかかると見込まれていた。そのため，町と地権者との話し

合いで，廃校後も校舎を残して貸借契約を継続することが決まった。なお地代と建物の維持管理費は現在も町

が支出している。 

２ なお経費の支出と補助金が交付されるまでの間には「タイムラグ」が存在しており，つなぎ資金が必要とな

る。上神野まちづくり推進協議会の場合，有志メンバーの 10 人から約３百万円を集め，組織のつなぎ資金に

充当させている。 
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